
様式Ⅰ

「平成28年度オリンピック・パラリンピック教育推進校」

事業実施報告書
Ⅰ　スポーツへの誘い　自己肯定感の醸成

Ⅱ　障害者や高齢者への理解　共生社会の形成

Ⅲ　スポーツへの関心や競技力向上　スポーツボランティア

　　への参画

Ⅳ　オリンピック・パラリンピックに向けた京都の伝統や文

　　化等の発信
Ⅴ　国際理解教育の推進

【学校名】　　京都府立　聾  学校

【全校児童・生徒数】　　　　８９　名

【テーマ】　Ⅰ 　Ⅱ　 Ⅲ　 Ⅳ　 Ⅴ　
  

【実践研究タイトル】　　　　　　　　　
挑め、ベストタイム！増やせ、ベストフレンド！
　　　　　　　　　　　　　　　　　
【実践学年、部、講座等（学年別・男女別人数）】
高等部陸上部（１年女４名　男３名　２年女２名　男１名　３年女１名　男２名）　
中学部（１年女１名　男３名　2年女2名　男２名　3年女6名　男6名）

【目的・ねらい】

オリンピック・パラリンピックの価値
友情（　　）　卓越（　　）　尊重（　　）
勇気（　　）　決断力（　　）
平等（　　）　鼓舞（　　）

・他校生との交流を通して、体力、競技に対する意識向上を図る。
・交流を通して、自己と他者の障害理解と啓発を図り、共生社会の基礎を作る。

【種類】
・各教科（　体育　　）　・道徳　・外国語活動　・総合的な学習の時間　・特別活動
・部活動（　運動部　）　・その他（　体力向上　）

【実践内容等】
（実践内容）
１　京都府立鴨沂高等学校陸上部との交流について
(1)中学部との交流について
　ア　交流回数　４回（10/24　10/31　11/7  11/21 全て火曜日）
　イ　交流時間　放課後　16時から開始



　　　　あいさつ　　　　　　　　　伴走１　　　　　　　　　　　伴走２

(2)高等部陸上部との交流
　　ア　交流回数　４回（10/24　10/31　11/7  11/21 全て火曜日）
　　イ　交流時間　中学部との交流後

あいさつ　　　　　　　　　　練習　　　　　　　　　　　　談笑
２　「おもてなし」講座について
(1)実施日時　平成29年１月19日（木）15時３０分～16時４５分
(2)対　　象　高等部、中学部の部活動の部員
(3)講　　師　江上　いずみ氏（筑波大学・大学院客員教授）

（実践上の工夫点、留意点等）
１　実施時間について
　鴨沂高等学校の授業終了時間と本校の授業終了時間が違うことと、移動方法と時間が課
題となったが、タクシーによる移動を認めていただき解消した。
　鴨沂高等学校ついては、通常の下校時間より遅くなる課題があったが、鴨沂高等学校
で調整していただいた。
２　生徒指導の工夫（事前、事後指導を含む）
　それぞれの学校の教員が、自校の生徒に対して取組の説明を行った。また、聾学校来
校時に、聾学校の教員から鴨沂高等学校の生徒には、短時間であるが聴覚に障害のあ
る生徒の聞こえ方と伴走時に励ます手話などを説明した。

（成果）
１　交流について
交流後に、両校の生徒たちが感想を発表しているが、両校の生徒とも一緒に走れてよか
ったなどの意見であった。また、高等部の合同練習においても、練習後に笑談をする
場面があった。
２　記録について
　中学部の校外マラソン大会は、設定タイムより早くなった。特に、男子の12キロメート
ルの部では、新記録がでた。
また、下図は特定した中学部3年生女子の２６００ｍを走った200ｍのラップタイムで
ある。3年分を比較するとラップの安定の様子がわかる。3年間の継続した取り組みに
加え、今回の取り組みの成果があった。

【オリンピック・パラリンピック教育の実施に伴う課題等】



交流等の行事を通して、障害のある生徒と障害のない生徒が障害をともに理解し、互いを
認め合い、励ます関係が構築できることがわかった。今後は、自然に互いを認め合いそ
して支え合える地域型スポーツチームの整備の基礎とる人材育成が課題である


